
岡山大学理学部附属臨海実験所/ 
共同利用拠点 (UMI) 編 

http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/


・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・ 

 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ ・ 

1. 牛窓の海     

2. アクセス方法    

• 公共交通機関でのアクセス   

• 車でのアクセス    

• 牛窓臨海実験所周辺マップ   

3. 持ち物など     

4. 磯の危険な生き物たち   

5. 緊急時の対応    

6. 潮位変化と磯    

7. 地形と磯の生き物    

<1> 岩礁域 (岩が多いところ)   

<2> 砂泥域・藻場 (砂地が多いところ)  

8. 磯の生き物たち    

1. 海綿動物門 (カイメン)    

2. 刺胞動物門 (イソギンチャク・クラゲ)  

3. 有櫛動物門 (クシクラゲ)   

4. 外肛動物門 (コケムシ)   

5. 扁形動物門 (ヒラムシ)   

6. 紐形動物門 (ヒモムシ)   

7. ユムシ動物門 (ユムシ)   

8. 星口動物門 (ホシムシ)   

9. 環形動物門 (ゴカイ)    

10. 軟体動物門 (貝・ウミウシ・イカ・タコ)  

11. 節足動物門 (エビ・カニ)   

12. 棘皮動物門 (ウニ・ナマコ)   

13. 脊索動物門 (ホヤ・魚)   
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10. 生き物大きさくらべ 
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牛窓は瀬戸内海に面した観光地で、「日本のエーゲ海」
と呼ばれています。 
自慢の観光スポットもたくさんありますが＊、国立公園
に指定されている瀬戸内海の豊かな海もその一つです。 
 
牛窓の磯には、豊かで穏やかな海に育まれた多くの生き
物が生息しています。加えて、瀬戸内海は干満の差が大
きいので、普通は潜らなければ見られないような生き物
も安全に観察できます。 
 
このガイドブックは、牛窓にある岡山大学理学部附属臨
海実験所 (牛窓臨海実験所) 周辺で、初めての人でも海
の生き物観察が楽しめるようにと考えてつくりました。 
ぜひこのガイドブックを持って、いろいろな海の生き物
たちに会いに来てください ! 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊牛窓の観光スポットについては、牛窓観光協会公式
ホームページ (http://www.ushimado.info/) などを
ごらん下さい。 
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干潮時の瀬戸内海 



牛窓臨海実験所へは、電車やバス、車など、いくつか
のアクセス方法があります。 

臨海実験所周辺から眺める瀬戸内海 

山陽IC 

邑久 

西大寺 

岡山 

牛窓臨海実験所 

バス 

備前IC 
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(JRやバスを利用): 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1. 岡山駅からJR利用・西大寺駅からバス利用の場合 

岡山駅からのJR赤穂線は30分に1本程度、西大寺駅までの所要時間は約20分、料金は240
円です。 
西大寺駅では駅前のバス停から牛窓行き (神崎・南回り) に乗ります。1時間に1本程度で、
水産試験場入口までの所要時間は約25分、料金は540円です。 
 

2. 岡山駅・相生駅からJR利用・邑久駅からバス利用の場合 

岡山駅からのJR赤穂線は1と同様で、邑久駅までは約25分、料金は320円です。 
相生駅からのJR赤穂線は、1時間に1本程度、邑久駅までの所要時間は約70分、料金は840
円です (新幹線で岡山を経由し、西大寺へ行く方が早い場合もあります)。 
邑久駅からは駅前のバス停で牛窓行き (邑久駅・北回り) に乗ります。1時間に1本程度で、
紺浦口までの所要時間は約20分、料金は380円です。 
邑久駅から実験所までタクシー利用の場合は約20分、料金は2600円程度です。 

 

3. 岡山駅からバス利用の場合  

岡山駅東口バスターミナル9番のりばから、西大寺バスセンター行きを利用します。バスは
10分毎にあり、所要時間は約35～40分、料金は400円です。 
西大寺バスセンターでは、5番のりばから牛窓行き (神崎・南回り) に乗ります。水産試験場
入口までは、所要時間約30分、料金は540円です。 
 
＊西大寺駅や邑久駅からのバスは本数が多くありません。事前に両備バスのホームページ 
(http://www.ryobi-holdings.jp/bus/rosen/99timetable.html) などで時刻表を確認する
ことをおすすめします。 

東口バスターミナル 
9番乗り場 
西大寺行き 牛

窓
臨
海
実
験
所 

徒歩 
(15分) 

徒歩 (25分) JR赤穂線 

5番乗り場 
  ：神崎経由牛窓行き 
  ：邑久駅経由牛窓行き 

西
大
寺
B
C 

岡 
 
 
山 
 
 
駅 

西 
 
大 
 
寺 
 
駅 相 

 
生 
 
駅 

JR赤穂線 

水
産
試
験
場
入
口 

紺

浦

口 

邑 
 
 
 
久 
 
 
 
駅 
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牛窓臨海実験所 

邑久 

西大寺 

邑久IC 

西大寺IC 

瀬戸内IC 

神崎町 

ヨットハーバー 

紺浦口 水産試験場
入口 

(国道2号線－岡山ブルーライン経由): 
 

岡山ブルーライン邑久IC→出口を左折 (牛窓方面)→ 
県道39号備前牛窓線→紺浦を右折→ヨットハーバー入り口を左折→ 
ヨットハーバーを通過して1 km弱で実験所 
(邑久ICより約8 km） 
 
 
岡山ブルーライン西大寺IC→出口を左折 (牛窓方面)→県道28号岡山牛窓線→ 
神崎町を左折→ずっと進む→ヨットハーバー入り口を右折→ 
ヨットハーバーを通過して1 km弱で実験所 
(西大寺ICより約10 km) 

224 

228 

225 

39 

39 
229 

229 

226 

230 

235 28 

28 
28 

28 

28 

231 

吉井川 

232 
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実験所 

ヨットハーバー 

紺浦口から 

岩礁 (岩場):  
カイメン、巻貝、カニ、
ホヤ、イソギンチャク
など、生き物の種類と
数が多い場所です。 

砂地:  
ゴカイやユムシな
どが見られます。 

波消しブロック: 
ヒザラガイや巻貝、
フナムシなどの 
生き物がいます。 

水産試験場入口から 

旧・岡山県 
水産試験場 

Aの場所から 

Bの場所から 

B 

A 

岩礁 (岩場):  
カイメン、巻貝、
イソギンチャク 
などが見られます。 
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ヒザラガイ 



☆服装・履物・手袋・帽子に関する注意事項 
  

 ・岩場はケガをしやすいので長袖・長ズボンが適しています。 
 ・紫外線や熱中症を避けるため、日焼け止めや帽子も活用しましょう、 
  ☆水分補給も忘れずに☆。 
 ・靴はマリンシューズや運動靴 (古いものでＯＫ) を用意しましょう。 
  ビーチサンダルやクロックスは脱げたり滑ったりして怪我のもとに 
  なるので、避けましょう。 

 

☆救急用品 
  

 観察中に万が一けがをした時に備え、以下のような救急用品を準備 
 することをお勧めします。 
 
 ・ガーゼ 
 ・ばんそうこう 
 ・消毒液 
 ・アンモニア水 
 ・毛抜き 
 ・はさみ 
 ・その他・・・かゆみや痛みを 
  抑える軟膏など 
 
 
 
 

☆観察に必要なもの 
 

 ・軍手 (岩場でのけがを防ぎます) 
 ・マイナスドライバー (生物を岩からはがしたりするのに使います) 
 ・ピンセット 
 ・虫眼鏡 
 ・網 (熱帯魚用の小さな物でも可) 
 ・飼育ケース 
 ・バケツ 
 ・筆記用具 
 ・ガイドなど 
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シロガヤ: 植物のように見えますが、

クラゲなどと同じ刺胞動物の仲間です。
触れると刺胞から毒針を発射するので、
痛みやかゆみを感じます。 

アカエイ: 尾の付け根に太く鋭い毒針

を持っています。砂地に隠れていることも
あるので、踏まないように注意しましょう。 

ウミケムシ : ゴカイと同じ環形動

物の仲間です。生えている剛毛に毒が
あります。軍手でもさわらない方が良
いでしょう（毛が軍手に残ります）。 

海の中には、針や毒などを持っていたりする危険な生き物もいます。
以下のような生き物を見つけても、近寄ったり触ったりしないよう
にしましょう ! 

スナイソギンチャク: 砂底にいる

イソギンチャク（刺胞動物）です。触手の
毒は強く、刺されると激しく痛みます。 

ハオコゼ: 浅瀬や藻場などにいます。

背びれのトゲに毒があります。 
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実際の水中では 
こんな感じです。 

アカクラゲ: シロガヤと同じ刺胞

動物で、触手に刺胞を持っています。
触れると痛みやかゆみを生じます。 



2. 旧水産試験場の脇の小道に入り、ひたすら登ります。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 5分以内に海抜5メートル以上の所まで避難できます。 
    (東南海・南海沖地震発生時に予想される牛窓地域の 
    津波の高さは2～3メートルです)。 
 
4. 時間に余裕のない時は、臨海実験所2階もしくは 
    屋上へ逃げます。 
 

1. すぐに海からあがり、実験所 
    正門から右へ向かいます   
    (旧水産試験場方面へ)。 

① 

② 

③ ④ ⑤ 

⑥ 

実験所 

旧水産
試験場 

① 

② 
③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

8 



 瀬戸内市立瀬戸内市民病院附属牛窓診療所: 
   瀬戸内市牛窓町牛窓4448    ☎0869-34-3010 
 
 竹内医院:  
   瀬戸内市牛窓町牛窓4949-24  ☎0869-34-4888 
 
 瀬戸内市立瀬戸内市民病院: 
   瀬戸内市邑久町山田庄845-1    ☎0869-22-1234  

・近くの病院 (内科・外科) 
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無理をせず、観察を途中でやめましょう。 
 

・日射病の場合は、日陰を見つけてそこで休みましょう。 
・風を当てたり、衣服を緩めたり、水やスポーツドリンクなどを 
・飲んだりして、体温を下げましょう。 
 

・フジツボやカキの殻、岩などで手足を切った時は、消毒して、 
・ばんそうこうで止血をしましょう。 
 

・毒を持つ生き物に刺された場合、対処法は毒の種類によって異な 
・ります。刺され具合や体質によっても症状は違ってきます。 
・速やかに病院に行き、処置をしてもらうことをおすすめします。 
・それだけ早く痛みが引き、跡も残りにくくなります。 
 



干潮 (潮が引いている時) 

干潮時に潮が特に大きく引く
期間を大潮といいます。これ
は月の動きと関連があり、だ
いたい2週間ごと（満月や新
月の頃）にあります。 
 

磯観察に適しているのは、 
大潮の干潮時です。観察時間
の目安は、干潮となる時刻の
約2時間前から干潮までの約
2-3時間です。 
 

干潮の時刻は日付や時刻、場
所によって異なります。潮の
変化の予測は、潮位表として
気象庁や海上保安庁などの
ホームページに掲載されてい
ます。 

 海の水面の高さ (潮位) は1日の間に、時間によって上下します。 

    
 潮位が最も             といいます。 

高くなることを満潮 
低くなることを干潮 

潮位の差で、同じ場所でもこんなに違う ! 

大潮 

大潮 

数値が小さいほど、
潮が引きます。 

満潮・干潮は通常1日2回ずつあります 

約
２
週
間 

満潮 (潮が満ちている時) 
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(2014年7月の宇野港の潮位変化の例) 



岩棚 

転石 

ノッチ 

フラット 
岩堆 

潮上帯 
(飛沫帯) 
 
 
潮間帯 
 
 
潮下帯 

満潮時の海水面 
 

(潮が満ちた時) 

タイド
プール ひさし 裂隙 

潮上帯とは、満潮時でも常に 
水面上にある場所のことをいい
ます。 
潮間帯とは、満潮時に水面下、
干潮時に水面上になる場所のこ
とです。 
潮上帯～潮間帯の上部には、 
高温や乾燥に耐えられる生き物
が住んでいます。 

軟体動物: ヒザラガイ類・カサガイ類 
節足動物: イソガ二類・フナムシ・カメノテ・フジツボ 
などが観察できます。 

ひと口に「磯」といっても、地形 (場所) によって住んでいる
生き物はさまざまです。ここでは、それぞれの地形にどのよ
うな生き物がいるか、について紹介します。 
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干潮時の海水面 
 

(潮が引いた時) 



岩礁域の潮間帯にはいろいろな地形があり、水面から出
ている時間も異なります。そのため、場所によっていろ
いろな生き物を観察することができます。 

転石をひっくり返したら 
必ず元の向きに戻そう ! 

石の上下で 
住める生き物が 
違います ! ! 

転石とは、岩礁域にあるひっくり返すことのできる石の
ことです。 
イソギンチャク (刺胞動物)、ゴカイ (環形動物)、貝 (軟体
動物)、カニ (節足動物)、ウニ (棘皮動物) や、その他にも
いろいろな仲間の生き物が付着していたり、隠れていたり
するので、観察には最適です！ 
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潮が引いても岩のくぼみに海水が残っている場所のことで、
潮だまりともいいます。 
アメフラシやウミウシの仲間 (軟体動物) や、イソギンチャク
の仲間 (棘皮動物)などを見ることができます。 

岩が張り出した部分。ひさしの下側には、カイメンの仲間 
(海綿動物)、イソギンチャクの仲間 (刺胞動物)、ウニの仲間 
(棘皮動物)、ホヤの仲間 (脊索動物) などが生息しています。 

13 



砂泥域や、そこから広がる藻場は生物の宝庫です。 
クラゲの仲間 (刺胞動物)、ユムシ類 (ユムシ動物)、ゴカイ
類 (環形動物)、貝類・イカ類 (軟体動物)、エビ・カニ類 
(節足動物)、カシパンの仲間 (棘皮動物) などがいます。 
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海綿動物 

有櫛動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

紐形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 

海にはさまざまな動物たちが生息しています。動物は体の作り
などによって仲間分けすることができます。 
一番大きな仲間のくくりを門といいます。 
 

ここでは、海で観察できる動物たちを、門ごとに分けて紹介
します。 

ダイダイイソカイメン 
(高さ約1 cm) 

グミカイメン  

(大きさ約3 cm) 

ムラサキカイメン 

(高さ約2 cm) 

老成すると紫色になる 
若いものはあざやかな桃色 

砂地にも 
 います 

クロイソカイメン  

(高さ約1 cm)) 

神経系がありません 
筋肉や内臓もない・・・ 

でも動物です ! 

岩の表面や石の裏などにいます 
触ると硬めでザラザラしています (スポンジのようです) 

カイメンの中にはいろいろな
微生物がいます。ヒトの薬に
なるような物質を作っている
ことも・・・ 
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海綿動物 
刺胞動物 

有櫛動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

紐形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 

毒ばり(刺胞)を持っています！ 
※強い毒を持っているもの (  ) もあるので要注意※ 

ニンジンイソギンチャク 
(高さ約6 cm) 

キクメイシモドキ 
(直径約5 cm) 

タテジマイソギンチャク 
(3-5 cm) 

シロガヤ (5-20 cm) 

アカクラゲ (傘の直径約15 cm) 

傘に赤い放射状のしま模様 細いオレンジ色の縦じまが目印 

クロガヤもいるよ ! 

サンゴの仲間 

体の基本は放射相称 
(点対称) 
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外肛・内肛動物 

有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

扁形動物 

紐形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 

有櫛動物 

ウリクラゲ (約5 cm) 

カブトクラゲ (約5 cm) 

チゴケムシ (群の大きさ5-10 cm) 

クラゲに似ているが 
ハリ (刺胞) をもちません 

光を当てると櫛板 (くしばん) が
反射して虹色に光って見えます 

1つ1つの生き物 (個虫) が 
つながっています 

虫めがねだと小さいツブツブが 
見えるかも? 

これも動物です ! 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

紐形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 
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扁形動物 
有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

紐形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 

薄っぺらな形 
転石の裏側に良くいる ! 

カイヤドリヒラムシ (1-2 mm)      

イイジマヒラムシ (3-5 cm) 

ウスヒラムシ (1-2 cm) 

仲間
だよ 

転石の裏側にいる 

イシダタミ (↑) の中に住んでいる 
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ウミウシと似ているけれど違う 
実はプラナリアの仲間 

うら側 (↑) に 
口があります 



紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

ユムシ・星口動物 

半索動物 

ミサキヒモムシ (体長20-30 cm) ミドリヒモムシ (体長約50 cm) 

転石の下や砂中で生活しています 
体は平たくて細長いひも状をしています 
引っぱってみると思ったよりのびるかも? 

転石の裏側にはり付いて
いることがあります 

常に粘液を出していてヌルヌル・ベタベタしています 
体の表面には短い毛 (繊毛) も生えています 

さわるとどんな感じかな? 
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ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

半索動物 

スジホシムシ
(体長10-20 cm) 

ミドリユムシ 
(体長約10 cm) 

ユムシ 
(体長約10 cm) 

泥や砂の穴に潜って生活しています 

砂泥中・岩の隙間・巻貝の殻の中にいます 

体は細長い円筒状 

体の前の部分を伸ばして 
エサをとります 

20 



環形動物 

ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 軟体動物 
箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 
半索動物 

フサゴカイの仲間 
(体長10-15 cm) 

ドロケヤリ 

サンハチウロコムシ (体長約3 cm) 

ゴカイの仲間 

オトヒメゴカイ (5-8 cm) 

名前はウロコの枚数から 長い毛がよく目立つ！ 

体は円筒状で長い！ 

頭や尾の他はほとんど同じ体の作り 
(節が連なっている) 

転石の裏に管を作って 
住んでいることもあります 
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軟体動物 

ケハダヒザラガイ (体長約8 cm) ケハダヒザラガイ (体長約8 cm) 

フレリトゲアメフラシ 
  (体長約10 cm) 

エビスガイ (殻長約2.5 cm) 

ミミイカ (体長1-2 cm) 

クロシタナシウミウシ 
  (体長約5 cm) 

ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 箒虫・腕足動物 

脊索動物 

節足動物 

線形動物 

環形動物 

半索動物 

体は外とう膜におおわれています 
貝殻がないとやわらかい 

大動物群で約11万種もいます ! 

巻き貝・二枚貝: 外とう膜の外側に貝殻をつくる 
ウミウシ: 貝殻は小さかったりなかったり 
イカ・タコ: 泳いだり動いたりする能力が高くて知能も高い? 
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筋肉性の足が発達しています 

表面に青いはん点がある 



節足動物 

タテジマフジツボ (直径約2 cm) 

カメノテ (3-4 cm) 

イシガニ (甲幅約5 cm) 

ツノモエビ (約3 cm) 

丈夫な殻 (外骨格) を持っています 

 
 

大きくなるためには古い殻から 
出る必要があります (脱皮) 

全動物門の中で一番種類が多い 
(全動物のうちの3/4以上 ! ) 

きれいな緑色 

はさまれるとイタイ 

イソヘラムシ (3-4 cm) 

ダンゴムシの仲間 

手の形をした
殻の中に 
入っています 

殻の先がとがっているので注意 

軟体動物 

ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

棘皮動物 箒虫・腕足動物 

脊索動物 
線形動物 

環形動物 

半索動物 

陸に住んでいる昆虫・クモ・ 
ムカデなども同じ仲間です 
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棘皮動物 

呼吸や運動などに関わる 
棘皮動物に特有の器官 

イトマキヒトデ (7-10 cm) 

ハスノハカシパン (直径約8 cm) 

平たいけれどウニの仲間 色や模様は様々 

ムラサキウニ (殻径5-8 cm) 

マナマコ (約30 cm) 

ウニやヒトデを水中でひっくり返
しておくと、水管系の一部 (管足) 
がのびてくるのを観察できます 

水管系という器官をもっている ! 

アカウニやマナマコは水産業上重要種なので 
場所によっては採取が禁止されています 

体の基本は五放射相称 (五角形☆) 

節足動物 

軟体動物 

ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

箒虫・腕足動物 

脊索動物 
線形動物 

環形動物 

半索動物 
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体の中軸となり 
動物の運動性において重要 

 
いろいろな環境に適応した形に 

進化できる 

脊索動物 

ヒガシナメクジウオ  

(体長3-5 cm) 

マボヤ (体長約15 cm) 

背中の頭から尾にかけて脊索 (せきさく) という丈夫な構造をもつ 

イタボヤ 

エボヤ (体長約8 cm) 

棘皮動物 

節足動物 

軟体動物 

ユムシ・星口動物 

紐形動物 有櫛動物 

海綿動物 
刺胞動物 

外肛・内肛動物 

扁形動物 

脱 
皮 
動 
物 

箒虫・腕足動物 

線形動物 

環形動物 

半索動物 

トビハゼ (体長5-10 cm) 

アカエイ (体幅50-70 cm) 
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 ヒラムシは扁形動物の仲間で、磯の石の下などに住んでいます。 
 
 体は平たい楕円形、またはひも形などをしていて、軟らかいです。
表面は短い毛 (繊毛: せんもう) におおわれていて、さらに粘液で包ま
れていてぬるぬるしています。このぬるぬるを利用して滑るように岩
の表面などをはって生活しています。 
 
 落ち葉のような外見をしていて、最初は見つけることが難しいです
が、石をひっくり返して根気よく観察していると、見つけることがで
きるようになります。外見はナメクジやウミウシなどの軟体動物に似
ていますがまったくの別物で、実際はプラナリアの仲間です。 
 
 おなか側の真ん中あたりにある口から取り入れた食物を消化して栄
養を吸収し、同じ口から排泄物を出します。肛門はありません。前後
左右の区別ができる最も原始的な動物といえます。血管や骨にあたる
ものはありません。 
 
 写真は、牛窓の磯で採取されたオオツノヒラムシです。 
 眼点の上にツノのような構造を持つためそのような名前がついてい
ます。名前の「オオツノ」の由来は、ツノが大きいわけではなく、多
い (４本) ことに由来します。 

オオツノヒラムシ 
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 シャミセンガイは砂地に住んでいる生き物です。体が貝殻のような
ものにおおわれていて、「カイ」と名前が付いているので、アサリや
カキのような二枚貝 (軟体動物) の仲間と思うかもしれませんが、実際
は腕足 (わんそく) 動物というグループに入ります。殻の部分を上、そ
こから伸びている柄の部分を下にして、砂の中で生活しています。 
 
 シャミセンガイの仲間と二枚貝の仲間との違いをいくつかみてみま
しょう。まず殻についてですが、シャミセンガイの殻はリン酸カルシ
ウム (ヒトの歯や骨と同じ) からできています。一方、二枚貝の貝殻は
炭酸カルシウム (ニワトリの卵の殻と同じ) でできています。また、
シャミセンガイの殻は、体のお腹と背中に付いていますが、二枚貝の
殻は、体の左右に付いています。普段は殻の中にあるので見ることが
できませんが、実はこうした生き物も私たちと同じように「左・右」
や「背・腹」の区別があるのです。エサの取り方も違っていて、シャ
ミセンガイは殻の中にある触手冠 (しょくしゅかん) を使ってエサを集
めるのに対し、二枚貝は入水管を使って海水を吸いこみ、そこに含ま
れるエサを鰓 (えら) で集めています。 
 
 シャミセンガイは瀬戸内海や有明海に多く生息し、古くから食用に
もされていましたが、最近は数が減ってきています。その背景には水
質の悪化や、住むのに適した砂泥地・干潟の減少などがあります。岡
山県、長崎県、熊本県などではミドリシャミセンガイが絶滅危惧Ⅰ類
に分類されています。 

牛窓で採取されたシャミセンガイの仲間 
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 タラバエビというエビの仲間は、寒い地方の海や深い海の底で暮ら
しています。 
 
 生まれてからしばらくはオスとして生活し、その後大きくなったら
メスに性を変える (性転換) という特徴を持っています。 
 トヤマエビ (写真) という種類では、生まれてから最初の1-2年はオ
ス、その後はメスとなっていることが多いです。 
 
 性転換をする理由は色々と考えられています。 
 卵を作るためには多くのエネルギーが必要となり、エネルギーの元
となるエサが必要となります。エサを得る上で多少不利な面がある体
の小さい時期にはオスとして暮らし、体が大きくなって多くのエサを
得られるようになってからメスに性転換して卵を作ることで、エサの
少ない深海という場所に適応・進化してきたとも考えられています。 
 オスとメスが別々に生まれるよりも、各々のエビが途中で性転換す
る方が効率良く子孫を残せるのかもしれません。 
 
 タラバエビの仲間には、トヤマエビの他に、ホッカイエビ、ボタン
エビ、ホッコクアカエビ (甘えび) などがいます。いずれも食用になる
ので重要なエビたちです。 
 一般的に価値が高いのは大きく成長したものなので、タラバエビの
仲間の場合だとメスになります。しかし、大きなエビを獲りすぎてし
まうと、子どもを産めるエビがいなくなり、最後にはエビがとれなく
なってしまうかもしれません。 
 海にどれくらいのエビがいるかを調べたり、とる量や大きさを決め
たり、エビをいつまでも獲れるようにする工夫が考えられています。 

トヤマエビ 
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 ヒトデは一般的に星型の形をしていて、★のマークの元になったと
も言われています。美しい色や模様を持つものから、サンゴを食い荒
らすオニヒトデのようなものまで様々な仲間がいます。 
 
 ヒトデをさわってみると、固くてごわごわしているように感じるか
もしれません。でもヒトデは自分の体をしなやかに動かすことができ
るのです。ヒトデの中でも特に腕の短いイトマキヒトデをひっくり返
して、元に戻る時の動きをみてみましょう。 
 
 ヒトデの仲間は、管足 (24ページ参照) や口がお腹側に付いている
ので、ひっくり返ったままだと自由に海底を移動できなかったり、エ
サを食べられなかったり、色々と困ります。そこで写真のように、腕
を体の下に入れて体を持ち上げ (2～3)、ぐるんと起き上がるようにし
て (4～5) 元に戻ります。後ろでんぐり返しのようですね。 
 

イトマキヒトデが元の向きに戻る様子 

1 2 3 

4 5 6 
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 ウニの中にはおせんべいのような平べったい形をした仲間がいます。
カシパン類と呼ばれています。 
 食用となるようなウニと違ってトゲは目立ちませんが、良く見ると
表面には短いトゲがびっしりと生えています。 
 
 カシパン類は浅い海の砂地で生活しています。浅い海の底は波に
よって砂が動きやすいのですが、カシパン類の平べったい形は、砂の
表面で安定して暮らすために有利と考えられています。 
 
 カシパン類の口は砂に接する下側の中央部にあり、砂に含まれる小
さな生きものなどを食べています。ちょっと見ると分かりませんが、
カシパン類は移動しながら食物を集めています。砂の上にカシパンを
置いて観察すると、動く様子がわかります。ゆっくりですが、進む方
向に少し砂の盛りあがりができ、砂に動いた跡ができます。 
 
 強い波などで裏返ってしまったカシパン類は、そのままでは食物を
とることができなくなり死んでしまいます。でもカシパン類は自分で
元の向きに戻ることができます。深めに砂を敷いた水槽にカシパン類
を裏返して置いておくと、その様子を観察することができます。 

ハスノハカシパン ヨツアナカシパンの体のつくり 
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 サメやエイの仲間は、脊椎動物の中の「軟骨魚類」というグループ
に属しています。ちなみに、キャビアを産むチョウザメや、クジラな
どにくっつくコバンザメは名前に「サメ」とありますが、サメの仲間
ではありません。 
 
 アカエイは、瀬戸内海でよく見られるエイの仲間です。 
 アカエイは海に住んでいますが、河口などの汽水域にもやってきま
す。ごくたまに用水路などでも発見されることがあるそうです。 
 アカエイの背中から尾には小さなトゲがならび、尾の付け根に近い
ところには特に長いトゲがあります (写真左)。この長いトゲにはのこ
ぎりの刃のような「返し」があるので、刺さると抜けにくく、毒もあ
るのでとても危険です。そのため漁師さんたちはアカエイが捕れたら
すぐにトゲや尾を切り落とします。 
 
 軟骨魚類の特徴のひとつに、体内に尿素という物質を高濃度にため
ていることがあります。 
 アカエイは食用になりますが、死んでから時間が経つとこの尿素が
分解するなどして、強烈な腐敗臭を発するようになります。 
 
 アカエイのオスとメスは簡単に見分けられます。尾の付け根付近の
両側を見ると、オスにはクラスパーという交尾器があります。無けれ
ばメスです。メスの作る卵は体の外には産み出されず、おなかの中 
(子宮) で成長します (卵胎生)。その後、幅10 cm以上に育った幼魚が
10尾以上生まれます (写真右)。 

メスのアカエイ アカエイの幼魚 
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トゲはこのあたり 



 
 トビハゼは干潟の泥の上をはい回る魚として有名です。 
 水中にいるより陸上に出ている時間が大半を占めます。胸びれで
はって移動するほかに、尾びれを使ってジャンプして移動することも
あります。 
 眼は頭の上に突き出て左右がほぼ接しており、平坦な干潟を見渡す
のに適した形になっています (写真)。 
 同じように干潟の上を這い回る魚としてムツゴロウがいます。 
 
 通常の魚類は水中で鰓 (えら) 呼吸を行い、代謝によって発生する体
に有毒なアンモニアを水中へ放出しています。陸上では呼吸ができな
い上にアンモニアの放出もできないので、それがたまって体に色々と
悪い影響を与えてしまいます。 
 一方、トビハゼは皮膚呼吸の能力が高いことに加えて、アンモニア
をアミノ酸に変える能力があるので、陸上でも活動ができるのです。 
 
 地域によってはトビハゼは食用にされています。例えば諫早湾の南
岸地方では、夜に眠っているトビハゼを灯火で脅かし、網に追い込ん
で捕まえ、煮干にして利用していました。  
 また、鑑賞魚 (マッドスキッパー) としても利用されています。 
 
 近年では環境汚染や埋め立てなどによる泥干潟の消失で、生息地が
減少しています。 
 日本の環境省が作成した汽水・淡水魚類レッドリストの2007年版
では、日本産のトビハゼが準絶滅危惧 (NT) として指定されています。 

陸上でのんびりするトビハゼ 
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 (3) で、性転換するエビの話をしましたが、魚にも性転換する仲間
がいます。 
 
 ベラという魚は広く日本の沿岸域で観察されます。ベラはメスとし
て生まれてきて、大きくなるとオスに変わります。 
 ベラの大きなオスはなわばりをつくり、そこにやってくる複数のメ
スと一緒になって産卵を行います。この大きなオスが死亡すると、な
わばりの中はメスばかりになってしまいます。その時、一番大きなメ
スがオスに性転換します (図)。 
 
 オスとしてなわばりをもち、たくさんのメスと交尾することができ
れば、自分の子供を多く残すことができます。しかし小さいオスでは
他のオスに負けてなわばりを作れず、子供を残すことができません。
一生を通じて自分の子供をいちばん多く残すためには、小さいうちは
メスとして卵を産んで、なわばりを作れる大きさに成長してからオス
に変わった方が都合がよいと考えられています。 
 
 今のところ、ベラ以外にも、約300種類の魚が性転換をすることが
わかっています。性転換のきっかけは、ベラのように環境によるもの
もあれば、年齢や体の長さなど、魚によってちがいます。 
 さらに、卵と精子の両方を作り、卵を産む相手によって交代で卵と
精子を出し合う魚もいます。 
 このように魚によって“性のかたち”は様々です。 

ベラのなわばりと性転換 

♀

♂

オス (♂) のなわばり

♀

♀

オスがいなくなると・・・

♂

♀

一番大きなメス (♀) が
オスになる

33 



♂

♀
♂

♂ ♀

未成熟

未成熟

未成熟

未成熟

未成熟

・一番大きなメス (♀) と
次に大きなオス (♂) の
ペアで産卵

・それ以外は未成熟

メスがいなくなると・・・ 未成熟個体が成熟オスになる

オスがメスへ性転換

 
 クマノミは暖かい海域のサンゴ礁に生息する魚で、映画「ファイン
ディング・ニモ」のモデルにもなりました。  
 
 通常、イソギンチャクの触手に触れた動 
物は刺胞による攻撃を受けますが、クマノ 
ミは刺胞の毒に対する免疫を持つため大丈 
夫です。この性質は、幼魚がイソギンチャ 
クと触れ合うことでだんだんと獲得されま 
す。このおかげで、クマノミは、イソギン 
チャクの中に隠れて大きな動物から身を守 
ることができます (写真)。 
 クマノミとイソギンチャクのこのよう 
な関係は「共生」と呼ばれています。 
  
 また、クマノミもベラたちと同じく性転換する魚です。 
 クマノミは通常、数匹からなるグループを作って暮らしています。
この中で一番大きな個体がメスで、次に大きな個体がオスとなります。
それより小さな魚は全て未成熟で、子どもを作ることに関係しません。
しかしメスのクマノミがいなくなると、オスがメスへと性転換し、未
成熟であったクマノミが成熟してオスになります (図)。 
 ちなみに、ニモは母がいなくなって、父と暮らしています。 
ということは、やがて父がメスになり、ニモはオスになり、2匹は夫
婦になって幸せに暮らすことになるのかも・・・? 

クマノミの性転換の過程  

イソギンチャクに住むクマノミ  
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 ガイドブックに載っている写真からは、生き物の実際の大きさは
想像しにくいですよね。 
 ここでは磯の生き物からいくつか選び、写真を生き物の大きさに
合わせてみました(＊B5用紙に印刷してください) 。 
 イメージしていた大きさと同じかな? 

2 

1 
1. エビスガイ (殻長約2.5 cm) 

2. イシガニ (殻幅約5 cm) 

3. マボヤ (体長約15 cm)  



3 



4. イイジマヒラムシ (3-5 cm) 

5. ムラサキウニ(殻径5-8 cm) 

6. オトヒメゴカイ (5-8 cm) 

7. カメノテ (体長3-5 cm) 

8. ハスノハカシパン (直径5-8 cm) 

9. テッポウエビ (体長約4 cm) 

10.ケブカアワツブガニ (殻幅約3 cm) 

5 
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9  
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